
感
生
ま
れ
は
滋
賀
、
今
で
は
彦

根
市
だ
が
、
か
つ
て
は
国
鉄
線

で
二
つ
、
京
都
寄
り
の
稲
枝
駅
。

上
り
ホ
ー
ム
か
ら
す
ぐ
に
み
え

る
、
稲
枝
小
学
校
が
母
校
。
そ

よ
う
に
良
質
の
米
の
産
地
で
、

延
寿
寺
璃
卦
っ
、
這
宗
な
寺
産

を
も
つ
高
利
。
麓
か
ら
約
百
メ

ー
ト
ル
は
ど
の
高
台
に
あ
り
、

頑
固
な
石
垣
は
、
一
寸
し
た
古

俵
を
得
た
、
一
糸
文
守
の
弟
子

ゆ
え
で
、
土
蔵
の
二
階
に
は
蔵

書
が
収
ま
り
、
当
時
の
学
問
水

準
を
語
る
。
後
年
の
私
は
開
山

の
蔵
書
で
、
自
分
の
研
究
を
支

こ
ま
で
通
う
の
に
四
㌔
、

稲
里
の
奥
の
山
懐
に
あ

る
、
臨
済
宗
永
源
寺
派
の

延
寿
寺
、
そ
こ
が
私
の
生

家
で
あ
る
。

寺
名
の
延
寿
寺
は
、
宋

朝
文
化
を
代
表
す
る
五
山

の
一
つ
、
杭
州
西
湖
の
霊
隠
寺

で
、
全
百
巻
も
あ
る
禅
学
百
科
、

「
宗
鏡
録
」
を
書
き
あ
げ
た
高

徳
、
永
明
延
寿
の
名
に
も
と
づ

く
。
「
宗
鏡
録
」
百
巻
は
、
今

も
私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
、

む
し
ろ
大
き
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
な
っ
て
い
る
。

稲
枝
村
稲
里
は
、
そ
の
名
の

城
の
よ
う
、

老
松
と
し
だ

れ
桜
、
そ
し

中
興
開
山
の
蔵
書
が
研
究
の
支
え

て
紅
葉
林
に
つ
つ
ま
れ
る
本
堂

と
庫
裡
、
菊
花
紋
を
も
つ
土
蔵

が
な
ら
び
、
一
段
高
い
背
後
の

台
地
に
開
山
堂
、
本
堂
の
右
に

鐘
堂
が
あ
る
。
菊
花
紋
は
、
中

興
開
山
が
、
後
水
尾
法
皇
の
帰

え
ら
れ
る
。
幼
時
の
記
憶
・
で
も
、

村
の
青
年
た
ち
が
、
父
の
下
に

漢
籍
の
素
読
に
来
て
、
机
を
な

ら
べ
た
景
色
が
あ
る
。

本
山
の
永
源
寺
は
、
湖
東
平

野
を
東
西
に
横
断
、
鈴
鹿
山
系

に
水
源
を
も
つ
愛
知
川
上
流
に

あ
り
、
今
は
紅
葉
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
右
に
い
う
中

国
五
山
の
奥
の
院
、
天
目
山
に

隠
れ
て
い
た
中
峰
明
本
に
参

じ
、
枯
淡
の
禅
風
を
守
り
つ
づ

け
た
、
鎌
倉
末
期
の
入
元
僧
、

寂
室
の
古
道
場
で
、
い
わ
ゆ
る

幻
住
の
風
が
、
今
も
生
き
つ
づ

け
る
小
さ
い
宗
門
。
江
戸
の
初

期
、
永
源
寺
を
中
興
す
る
の
が

一
線
で
、
延
寿
寺
は
そ
の
法
を

と
こ
ろ
に
ハ
私
の
生
涯
の
転
機
血

が
起
こ
る
。

当
時
、
禅
寺
で
子
が
生
ま
れ

る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
私
が
最

初
。
今
で
は
ご
く
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
に
、
私
は
今
も
こ
だ
わ

り
つ
づ
け
て
い
る
。
血
統
相
続

が
建
て
前
の
浄
土
真
宗
と
ち
が

法
脈
を
大
事
に
す
る
。
明
治
以

後
、
肉
食
妻
帯
勝
手
と
あ
っ
て

も
、
禅
寺
で
俗
縁
を
表
に
出
す

の
は
、
大
正
期
に
入
っ
て
後
の

こ
と
。
た
と
え
実
父
実
子
で
も
、

生
ま
れ
お
ち
る
と
同
時
に
、
師

弟
関
係
を
結
ぶ
の
で
、
あ
る
任

齢
に
達
す
る
と
、
不
知
不
識
の

う
む
に
、
子
は
父
に
つ
い
て
受

戒
す
る
、
厳
密
な
儀
式
が
必
要
。

そ
こ
に
無
理
が
あ
り
、
建
て
前

と
ホ
ン
ネ
の
矛
盾
が
、
気
に
な

り
だ
し
た
ら
も
う
救
わ
れ
な

い
。
「
生
マ
レ
テ
キ
テ
ス
ミ
マ

セ
ン
」
と
い
う
、
近
代
文
学
に

共
感
し
た
り
、
出
来
る
だ
け
気

に
せ
ぬ
よ
う
、
別
の
本
業
に
専

念
す
る
わ
け
だ
。

事
柄
は
寺
生
ま
れ
に
限
ら

ず
、
医
者
で
も
教
職
で
も
、

役
人
で
も
芸
術
で
も
、
す
べ

て
の
職
種
に
含
ま
れ
る
も
の

の
、
僧
職
を
職
鷲
せ
割
り
切
る

に
は
、
や
は
り
何
処
か
無
理
が

あ
る
。

い
、
禅
僧
は
師
よ
り
弟
子
へ
乱



禅学とその批判、同時に関心

臨済学院卒業、－最後の接心

亨矩

彦
根
中
学
を
卒
え
、
京
都
に

釆
た
の
が
昭
和
十
五
年
の
春
。

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
最
高
学
府

・
花
園
大
学
（
当
時
は
臨
済
学

制
が
た
て
ま
え
。
毎
週
一
回
の

提
唱
（
禅
録
の
講
義
）
と
、
全

学
参
加
の
按
心
（
座
禅
の
実
習
）

が
年
に
二
回
、
夏
と
秋
と
そ
れ

客
寮
や
侍
者
の
役
に
早
変
わ
り

し
、
生
徒
は
一
人
ひ
と
り
、
学

長
老
師
に
参
禅
す
る
。

生
徒
は
す
べ
て
寺
院
子
弟

院
専
門
学
校
）
　
に
、
以
来

六
十
年
も
の
御
縁
。
願
書

を
出
す
だ
け
で
、
入
学
で

き
た
と
お
も
う
。
ま
と
も

に
試
験
を
う
け
て
入
学

し
、
ま
と
も
に
卒
業
し
た

の
は
、
後
に
も
先
に
も
彦

根
だ
け
。

花

　

園

　

大

　

学

国
際
禅
学
研
究
所

誓
急

京
都
で
は
何
と
い
う
こ
と
な

し
、
仏
縁
を
た
よ
っ
て
の
勉
強

で
、
寺
は
出
て
し
ま
っ
た
が
、

仏
縁
は
出
ら
れ
な
い
。

臨
済
学
院
専
門
学
校
は
、
旧

大
学
令
に
よ
る
三
年
制
の
専
門

学
校
だ
が
、
全
校
生
百
名
足
ら

ず
、
僧
堂
生
活
と
同
じ
、
全
寮

ぞ
れ
三
日
間
行

わ
れ
て
、
絶
対

必
修
の
卒
業
条

件
。
接
心
の
と
き
は
、
山
内
の

繹
長
筍
の
寺
で
、
部
と
鋸

誓
、
典
座
役
は
上
級
生
、
ふ
だ

ん
は
事
務
室
で
事
務
を
絶
唱
、

学
監
や
生
徒
藍
、
絵
針
掛
の
先

生
が
、
法
衣
姿
も
凛
々
と
、
知

で
、
朝
鮮
の
留
学
生
も
い
た
が
、

大
半
が
制
服
を
強
い
ら
れ
て
、

今
の
よ
う
な
法
衣
姿
は
見
な
か

っ
た
。
同
級
生
の
う
ち
に
は
、

年
を
く
っ
た
の
が
い
て
、
み
ん

な
一
癖
あ
る
連
中
。
在
学
中
に

所
帯
を
滝
っ
ぁ
り
、
他
山
そ
の

他
で
小
僧
生
活
の
君
も
あ
り
、

通
学
途
中
、
裏
通
り
で
軟
派
も
。

寮
内
で
も
十
人
十
色
で
、
部
屋

の
障
子
は
大
半
が
破
ら
れ
て
い

る
。
何
故
や
ぶ
れ
る
の
か
、
田

舎
も
の
に
は
分
か
ら
ぬ
が
、
学

期
末
の
無
礼
講
の
と
き
は
、
本

職
な
み
の
芸
達
者
が
い
る
。
悪

所
通
い
の
資
本
も
か
な
り
と
み

う
け
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
宗
乗
と
余

乗
、
今
の
一
般
教
養
に
あ
た

る
西
洋
哲
学
や
歴
史
、
語
学

な
ど
。
中
等
教
員
の
免
許
を
と

る
た
め
、
倫
理
系
の
学
科
が
多

l
 

O

宗
乗
と
は
禅
学
、
余
乗
と
は

禅
以
外
の
仏
教
学
だ
が
、
西
田

哲
学
の
全
盛
期
ゆ
え
、
何
で
も

彼
で
も
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一

で
、
難
し
い
講
義
が
つ
づ
く
と
、

少
し
ば
か
り
菓
子
を
用
意
し

て
、
先
生
を
か
こ
ん
で
の
茶
話

会
に
き
り
か
え
。
生
徒
の
方
か

ら
絶
対
矛
盾
で
ゆ
く
。
軍
事
教

練
弛
あ
る
に
は
あ
る
が
、
座
禅

で
牡
を
つ
く
り
、
死
ぬ
覚
悟
が

求
め
ら
れ
た
。

当
時
、
そ
ん
な
学
風
の
横
行

に
、
す
る
ど
い
批
判
の
目
を
向

け
、
自
ら
傷
つ
い
て
い
く
の
が
、

市
川
白
弦
教
授
で
あ
る
。
先
生

は
同
じ
臨
済
学
院
中
学
郡
で
、

英
語
担
当
が
本
務
だ
が
、
専
門

学
校
で
は
社
会
倫
理
、
教
育
史

な
ど
を
受
け
も
ち
。
新
鮮
で
魅

叩
力
あ
り
、
少
数
派
の
尊
敬
を
集

、
め
た
。
私
た
ち
よ
り
先
輩
で
、
l

中
学
部
に
い
た
水
上
勉
さ
ん
の

記
憶
で
は
、
先
生
は
海
日
校
庭

の
す
み
で
、
ひ
と
り
焚
き
火
ば

示
り
し
て
い
た
と
い
う
。

■
　
先
生
も
ま
た
寺
生
ま
れ
で
、

二
愛
知
県
の
出
身
。
早
く
か
ら
宗

。
門
の
在
り
よ
う
を
疑
い
、
生
ま

∴
れ
た
寺
を
出
る
一
方
、
潮
時

■
体
制
下
の
社
会
倫
理
を
究
め

■
て
、
自
分
を
い
じ
め
つ
く
す

十
の
だ
。

…
幸
か
不
幸
か
、
臨
済
学
院
で

先
生
に
学
び
、
素
直
に
寺
の
子

に
な
り
そ
こ
ね
、
私
は
禅
学
と

∵
そ
の
批
判
の
学
に
、
同
時
に
関

心
を
も
ち
は
じ
め
る
。
若
い
私

離
錮
絹
銅
餉
摘
芦
鰻
蟻
川

万
い
れ
ら
れ
な
く
な
る
。



結成20年機に作詞、感無量

作曲の松田晶さん（石）と柳田さん」竹紙に描いた
自画像を贈る）

洛
東
一
乗
寺
、
詩
仙
堂
の
東

北
に
隣
し
て
、
上
田
堪
庵
の
山

荘
が
あ
る
。
私
は
請
わ
れ
て
月

が
大
切
、
悟
る
だ
け
で
は
い
か
　
　
私
が
慈
氏
に
身
を
寄
せ
る
こ

ん
と
、
私
は
何
度
も
老
師
か
ら
　
ろ
、
語
心
会
は
す
で
に
中
止
、

聞
い
た
。

語
心
の
桜
だ
け
が
全
盛
だ
．
っ

に
一
度
、
禅
の
話
を
始
め

て
二
十
年
、
常
連
は
五
十

人
に
増
え
、
集
ま
り
を
悟

心
会
と
よ
ぶ
。
南
禅
寺
慈

氏
院
の
語
心
会
を
う
け

る
、
上
田
家
と
私
と
の
さ

さ
や
か
な
戦
後
。
昨
年
初

め
て
、
私
は
悟
心
会
の
歌
を
つ

く
っ
た
。
昭
和
初
年
か
ら
敗
戦
へ
、
慈

氏
院
住
持
の
柴
山
全
慶
が
、
崩

落
す
る
時
代
を
憂
え
、
心
許
す

知
己
を
会
し
て
、
良
心
を
語
る

集
い
と
し
、
境
内
の
語
心
の
桜

に
こ
と
よ
せ
、
風
雅
を
よ
そ
お

う
の
が
発
端
。
本
心
を
語
る
の

老
師
は
モ
ダ
ン
ボ

ー
イ
で
、
早
く
婚
し

て
家
族
を
も
つ
。
歴

と
し
た
師
家
分
上
だ

の
に
、
禅
の
形
骸
化
を
嫌
い
、

得
意
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
、
共

産
圏
に
禅
を
説
く
の
が
夢
。
英

文
学
や
西
田
哲
学
、
芸
術
家
と

の
交
遊
も
あ
る
。

た
。
後
に
老
師
の
名
句
と
な
る
、

花
語
ら
ず
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

老
師
は
す
で
に
愛
妾
を
失
い
、

法
兄
の
華
山
大
義
も
被
爆
、
に

わ
か
に
や
む
な
く
僧
堂
に
出

世
、
五
山
之
上
南
禅
管
長
の
責

め
を
負
う
。

上
田
家
と
の
つ
き
あ
い
は
、

お
そ
ら
く
は
そ
の
こ
ろ
だ
ろ

う
。
門
前
の
服
正
書
院
を
手
に

入
れ
、
茶
道
、
骨
董
、
民
芸
な

ど
、
文
雅
を
生
き
る
上
田
櫨
届

に
、
老
師
は
未
来
を
託
す
る
。

後
に
一
乗
寺
に
民
芸
館
を
創

し
、
西
園
寺
公
の
茶
室
を
移
し

て
、
野
仏
庵
悟
泌
桧
と
命
名
し

た
時
、
総
門
の
扁
額
を
書
く
の

は
、
老
師
の
法
嗣
勝
平
で
あ
る
。

陶
庵
公
西
園
寺
も
、
二
時
山
陰

に
身
を
隠
し
、
心
を
語
る
茶
室

を
構
え
て
い
た
。

悟
心
会
の
名
は
ま
っ
と
う

で
、
往
年
の
老
師
の
意
に
反
し
、

私
の
好
み
に
あ
わ
な
い
が
、
会

は
す
で
に
二
十
年
の
歴
史
を
も

つ
。
私
は
直
接
に
禅
を
語
ら
ず
、

禅
の
済
キ
ス
ト
を
読
む
だ
け
だ

が
、
爽
や
か
な
山
荘
の
気
の
せ

い
か
、
い
く
つ
か
の
名
作
が
生

ま
れ
た
。
聞
き
上
手
、
上
田
一

家
の
力
。
一
休
の
狂
雲
集
が
、
は
か
ら

ず
も
読
売
文
学
賞
を
得
、
十
牛

図
は
筑
摩
の
学
術
文
庫
に
入

り
、
良
寛
の
草
屋
集
が
中
国
語

に
訳
さ
れ
、
蛾
眉
山
詩
鯛
．
抑
仕

事
を
助
け
る
等
、
書
生
冥
利
で

あ
る
。さ
ら
に
ま
た
昨
年
、
悟
心
会

結
成
二
十
年
と
い
う
の
で
、
わ

れ
な
が
ら
感
無
量
、
思
い
つ
い

て
の
会
歌
一
編
。

野
仏
の
谷
ゆ
る
や
か
に
、
春

は
朝
、
耳
を
洗
わ
ん
、
我
ら

今
、
悟
心
の
集
い
、
幼
児
の

笑
い
あ
ら
た
に
。

以
下
四
番
、
京
の
四
季
と
朝

夕
の
、
山
気
の
推
移
を
楽
し
む

歌
、
私
の
山
水
経
で
あ
る
。
幼

児
の
句
は
、
西
田
幾
多
郎
を
ふ

ま
え
る
。
折
し
も
会
友
林
良
三
郎
の
お

か
げ
で
、
最
前
線
の
作
曲
家
給

田
呂
を
得
、
老
若
男
女
、
皆
で

合
唱
で
き
る
歌
と
な
る
。

小
学
校
以
来
、
唱
歌
が
苦
手
、

人
前
で
歌
っ
た
こ
と
の
な
い
私

に
は
、
破
天
荒
の
作
品
。
悟
心

会
は
果
た
し
て
悟
心
か
、
心
を

語
ら
な
い
ま
で
も
、
だ
れ
も
心

を
歌
う
の
で
あ
る
。
私
は
独
り

で
、
悦
に
入
っ
て
い
る
、
古
株

ゆ
え
の
功
徳
で
あ
る
。



遅
喜一

富貴と素寒貧の集まり

鈴木大拙氏（2列日石から3人目の横向きの人）一
行を迎えて（後列右端が柳田さん、霊雲院寸心塔）

贅

霊

靡

謂
絹
篭
叢
議
買
電

妙
心
寺
山
内
、
春
光
院
の
奥

に
あ
る
、
久
松
先
生
の
草
庵
に
、

若
い
哲
学
者
が
集
う
の
は
、
戦

争
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
。

は
自
己
探
究
、
A
は
人
類
の
救

い
、
S
は
歴
史
の
創
造
で
あ
る
。

禅
を
得
る
に
は
、
定
ま
っ
た
修

行
が
あ
る
が
、
だ
れ
に
で
も
可

は
、
戦
後
早
々
の
こ
ろ
で
、
北

野
の
選
仏
寺
が
道
場
。
実
究

（
座
禅
）
に
も
論
顔
か
（
討
議
）

に
も
、
共
に
活
気
が
溢
れ
て
、

切
実
な
生
死
の
問
い
が
動

機
、
先
生
の
禅
を
慕
っ
て

の
こ
と
。
先
生
は
西
田
哲

学
の
直
系
で
、
西
田
は
特

に
和
洞
化
よ
ん
で
、
ひ
そ

か
に
畏
敬
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
徹
夜
で
語
り
、
充

た
さ
れ
た
胸
を
は
っ
て
、
暗
い

夜
道
を
急
い
だ
。

学
道
々
場
が
で
き
、
さ
ら
に

門
戸
を
開
い
て
、
世
界
の
F
A

S
と
な
る
。
一
九
六
〇
年
代
、

鈴
木
大
拙
の
す
す
め
で
、
先
生

が
欧
米
各
地
を
め
ぐ
り
、
海
外

の
期
待
に
応
え
て
の
こ
と
。
F

能
で
は
な
い
。
伝

統
の
方
法
に
は
、

改
革
が
必
要
。
F

A
S
の
運
動
に
は
、
大
き
い
苦

難
が
予
想
さ
れ
た
。
哲
学
者
は

理
論
倒
れ
、
実
践
に
は
向
か
な

い。

私
が
学
道
々
場
に
加
わ
る
の

会
員
は
月
ご
と
に
増
大
す
る
。

毎
週
一
回
、
借
り
も
の
の
道
場

で
な
し
に
、
本
格
の
施
設
が

ほ
し
い
、
機
関
誌
を
出
す
事

務
所
を
と
い
う
の
で
、
当
時
妙

心
寺
山
内
に
部
握
緒
借
り
、
先

生
の
す
す
め
で
俺
茶
に
専
念
中

の
、
柳
田
静
紅
渠
雑
務
を
押
㍑

り
け
、
私
が
直
日
、
兼
ね
て
典

座
を
引
き
う
け
て
の
、
年
三
回

の
本
格
的
な
接
心
が
始
ま
る
。

臨
済
学
院
と
永
源
寺
で
の
、
わ

ず
か
な
経
験
が
も
の
を
い
う
。

は
じ
め
は
妙
心
寺
の
東
海
庵
、

や
が
て
霊
雲
院
に
と
ま
り
こ
ん

で
、
だ
れ
も
み
な
本
気
で
あ
っ
■

た。
完
全
に
身
も
心
も
、
道
場
に

捧
げ
て
の
、
戦
後
約
十
年
。
当

時
、
遠
く
欧
米
の
地
で
、
同
じ
▼

課
題
に
悩
ん
で
い
た
鈴
木
大
拙

が
弟
子
を
引
き
つ
れ
、
参
加
一
Y

L
た
こ
と
も
あ
る
。
会
員
が
増

え
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
矛

盾
が
表
面
化
す
る
、
六
〇
年
安

保
問
題
そ
の
他
、
外
界
の
敢
動

に
対
し
て
、
道
場
は
何
も
答

え
て
い
な
い
。
世
界
の
平
安
な
W

L
に
、
個
人
の
悟
り
は
あ
り
■
■

得
な
い
。
あ
た
か
も
か
つ
て
‥

の
新
し
き
村
や
西
田
天
香
の
二

燈
園
が
歩
む
苦
難
の
あ
と
を

追
う
の
だ
。
僧
堂
な
み
の
共
同

生
活
を
め
ざ
し
、
竜
安
寺
に
～

道
舎
（
学
道
々
場
道
舎
）
を
借

り
る
こ
ろ
、
試
練
の
突
破
は
、
一

絶
望
的
と
な
る
。
食
い
も
の
が
■

尽
き
、
迷
山
吹
が
死
ん
だ
時
、
㌦

私
た
ち
は
漸
く
覚
悟
を
決
め
▼

る。
今
に
し
て
思
う
と
、
学
道
力

場
の
壁
は
、
久
松
先
生
が
生
せ

れ
な
が
ら
に
身
に
つ
け
て
い

た
、
も
う
一
つ
の
大
き
い
禅
の

要
素
、
俺
茶
の
工
夫
に
気
付
～

暇
が
な
か
っ
た
こ
と
、
否
、
葛

付
く
の
が
遅
す
ぎ
た
こ
と
。
藤

生
を
慕
う
諸
君
が
、
早
く
心
太

会
を
結
成
し
て
い
る
の
と
、
道

場
は
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
。

心
茶
会
は
唱
法
沙
集
ま
り
、
単

道
々
場
は
素
寒
貧
。
両
者
を
一

っ
に
し
た
い
と
い
う
㍗
先
生
の

か
ね
て
の
念
願
は
、
終
に
未
了

の
公
案
と
な
る
。
言
う
な
ら
げ

侍
茶
の
工
夫
は
、
単
な
る
趣
嘘

の
こ
と
で
は
な
い
、
流
儀
技
里

の
こ
と
で
も
な
い
、
生
命
を
ん

け
て
の
稽
古
、
本
格
の
仏
道
版

行
の
は
ず
。

私
た
ち
は
出
直
す
は
か
な
ん

った。


	img006.pdf
	img001.pdf
	img002.pdf
	img003.pdf

